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幼稚園に対する保護者による期待に関する調査
山口雅史
Investigation about expectation by parents for a kindergarten. 


































対象者の平均年齢は34.4歳 (SD= 3.53)で， 24歳から47歳の聞に分布している。

































































































の結果，第 1因子 (α係数 .89)，第 2因子 (α係数 .85)，第 3因子 (α係数 .87)，第 4因子




各得点の平均値は， <総合〉得点M= 3.8 (SD = .50)， <人間関係〉得点M= 4.3 (SD = 
.52)， <遊び〉得点M= 4.1 (SD = .55)， <生活習慣〉得点M= 3.3 (SD = .85)， <小学校
課題〉得点M= 2.9 (SD = .84)， <表現活動〉得点M= 4.2 (SD = .80)であった。







対象者(母親)の年齢をもとに平均値 (34.4歳)により 2群に分け，年齢高群 (N= 483) 
と低群 (N= 333) との間で各期待度得点を比較した。 t検定の結果，年齢低群の方が期待度
のく総合〉得点は高い値を示していた (t(814) = 2.4，p<.05)。下位尺度においても， <生活
習慣〉得点 (t(814) = 2.2，p<.05)， <小学校課題〉得点 (t(814) = 3.2，p<.05)， <表現活
動〉得点 (t(814) = 2.8，p<.05)のいずれも年齢低群の期待度得点が有意に高いことがわかっ
fこ。
(2) 長子の年齢
対象者の長子の年齢をもとに平均値 (6.4歳)により 2群に分け，長子年齢高群 (N= 466) 
と低群 (N= 350) との間で各期待度得点を比較した。 t検定の結果，長子年齢低群の方が期
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待度の〈総合〉得点は高い値を示していた (t(814) = 4.2，p<.05)。下位尺度においても，
〈遊び〉得点 (t(814) = 2.3， pく.05)， <生活習慣〉得点 (t(814) = 4.0， p<.05)， <小学





対象者の末子の年齢をもとに平均値 (3.4歳)により 2群に分け，末子年齢高群 (N= 561) 
と低群 (N= 255)との間で各期待度得点を比較した。 t検定の結果，末子年齢低群の方が期
待度のく総合〉得点は高い値を示していた (t(814) = 2.3， p< .05)。下位尺度においても，
〈生活習慣〉得点 (t(814) = 2.6， p<.05)， <小学校課題〉得点 (t(814) = 2.6， p<.05)， 




対象者の最終学歴をもとに高学歴群(四年制大学・大学院卒群) (N = 261)と低学歴群
(中学，高等学校，専門学校，短期大学卒)(N = 555)の2群に分け，各期待度得点を比較し
た。 t検定の結果，低学歴群の方が〈総合〉得点において高い値を示していた (t(814) = 2.7， 
p<.05)。下位尺度においても， <生活習慣〉得点 (t(814)=3.8， p<.05)， <小学校課
題〉得点 (t(814) = 5.5， p<.05)において低学歴群の期待度得点が有意に高いことがわかっ
Tこ。
(5) 子どもの人数
対象者の子どもの人数による比較も試みた。しかし， 1人 (N= 123)， 2人 (N= 546)， 3 













































































































倉戸直実 2001 幼稚園に何を期待するのか. 大阪芸術大学短期大学部紀要， 25， 207-225. 
注)
本調査は，愛知県私立幼稚園連盟第 2教育研究部が行った“私立幼稚園における子育て支援のあり方"
に関する調査の一部として実施した。
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